
西
洋
の
医
方
が
わ
が
国
に
伝
え
ら
れ
て
か
ら
二
百
余
年
ひ
と
り
外
科
の
方
術
の
象
が
行
わ
れ
て
い
た
と
き
、
敢
然
と
和
蘭
内
科
を
も
っ
て
江

戸
に
業
を
開
い
た
吉
田
長
淑
は
、
「
我
が
邦
に
和
蘭
内
治
の
専
門
家
あ
る
こ
と
こ
れ
に
始
ま
る
」
（
「
日
本
医
学
史
綱
要
」
）
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
今

日
な
お
十
分
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
吉
田
長
淑
が
桂
川
甫
周
お
よ
び
宇
田
川
玄
真
の
学
統
を
つ
い
で
多
く
の
著
訳
書
を
の
こ

し
、
そ
の
私
塾
の
蘭
馨
堂
で
百
数
十
人
の
門
人
た
ち
を
養
成
し
た
功
績
は
、
も
っ
と
重
視
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

吉
田
長
淑
は
名
は
成
徳
、
字
は
直
心
、
号
を
駒
谷
と
い
い
、
通
称
は
長
淑
ま
た
は
佐
公
、
佐
侯
と
も
称
し
て
い
る
（
平
野
満
氏
）
。
安
永
八
年

（
一
七
七
九
）
幕
府
御
先
手
同
心
馬
場
兵
右
衛
門
の
三
男
と
し
て
江
戸
に
生
れ
、
母
方
の
祖
父
吉
田
長
粛
の
嗣
と
な
り
、
幕
府
医
官
土
岐
長
元
に

漢
方
を
学
び
、
桂
川
甫
周
に
蘭
学
を
受
け
た
（
「
洋
方
医
伝
」
）
と
さ
れ
る
が
、
土
岐
氏
は
甫
周
の
祖
母
の
実
家
で
あ
り
、
土
岐
長
元
は
寛
政
一

○
年
の
「
蘭
学
者
相
撲
見
立
番
付
」
に
象
え
る
土
岐
寛
庵
の
こ
と
と
思
わ
れ
（
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
）
、
養
父
の
吉
田
長
粛
も
ま
た
桂
川
門
下
の

和
蘭
外
科
医
と
い
わ
れ
る
（
関
場
不
二
彦
氏
）
の
で
、
長
淑
は
早
く
か
ら
蘭
学
に
志
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
宇
田
川
玄
随
が
「
西
説
内
科
撰
要
」
を
訳
述
す
る
や
、
長
淑
は
和
蘭
内
科
を
も
っ
て
立
つ
決
心
を
し
た
が
、
既
に

早
く
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
テ
ン
・
ラ
イ
ネ
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
西
洋
内
科
を
改
め
て
人
々
に
知
ら
し
め
た
の
は
吉
雄
耕
牛
で
あ
っ

て
（
小
川
鼎
三
氏
、
酒
井
シ
ヅ
氏
）
、
合
田
求
吾
の
「
紅
毛
医
言
」
は
宝
暦
二
一
年
（
一
七
六
二
）
の
耕
牛
の
講
義
録
で
あ
る
が
、
そ
の
後
も
西
洋
内

特
別
講
演

吉
田
長
淑
と
そ
の
学
統

津
田
進
三
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方
江
引
取
」
と
な
っ
て
い
る
。

文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
長

文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
長
淑
は
加
賀
藩
医
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
よ
り
さ
き
江
戸
中
橋
上
槇
町
で
和
蘭
内
科
を
標
傍
し
て
業
を
開
い
て
い
る
。

こ
の
た
め
物
議
騒
然
と
な
り
師
の
甫
周
か
ら
破
門
さ
れ
た
（
「
皇
国
名
医
伝
」
）
と
い
う
が
、
確
証
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

文
化
二
年
（
一
八
一
四
）
長
淑
は
英
人
ヒ
ュ
ク
サ
ム
の
害
を
訳
し
て
「
泰
西
熱
病
論
」
を
刊
行
し
た
。
ラ
イ
デ
ン
学
統
の
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ

ェ
を
祖
述
し
た
ヒ
ュ
ク
サ
ム
の
熱
病
理
論
（
阿
知
波
五
郎
氏
）
を
よ
く
把
握
し
て
「
二
原
三
因
」
の
論
を
進
め
て
い
る
が
、
入
手
困
難
な
薬
剤

に
は
代
用
薬
を
詳
述
す
る
な
ど
実
用
の
言
と
な
っ
て
お
り
、
彼
の
製
薬
法
は
わ
が
国
製
薬
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
（
宗
田
一
氏
）
と
い
わ

れ
、
ま
た
本
書
に
よ
り
刺
絡
穗
血
が
普
及
し
た
（
「
日
本
医
学
史
」
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
長
淑
は
藩
主
前
田
斉
広
の
急
病
で
金
沢
に
赴
き
、
八
月
一
○
日
四
六
歳
を
も
っ
て
金
沢
で
死
去
し
た
。
墓
は
金
沢

の
棟
岳
寺
に
、
碑
は
江
戸
の
養
源
寺
に
そ
れ
ぞ
れ
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

吉
田
長
淑
の
著
訳
書
は
平
野
満
氏
の
ご
努
力
に
よ
り
「
泰
西
五
診
精
要
」
「
増
補
海
上
備
要
」
「
蒲
剛
製
剤
篇
」
な
ど
二
○
数
点
が
知
ら
れ
て

科
の
普
及
が
お
く
れ
た
最
大
の
原
因
は
使
用
す
る
薬
剤
の
入
手
難
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
長
淑
は
甫
周
の
す
す
め
で
レ
メ
リ
イ
の
薬
物
事
典
を
考
究
し
て
「
和
蘭
薬
撰
」
や
「
遠
西
薬
圃
綱
目
」
を
訳
述
し
、
遂
に
は
「
藺

薬
鏡
原
」
五
○
巻
と
し
て
集
大
成
し
た
が
（
宗
田
一
氏
）
、
宇
田
川
玄
随
の
「
遠
西
名
物
考
」
に
校
定
者
と
し
て
長
淑
が
名
を
つ
ら
ね
る
の
は
恐

ら
く
レ
メ
リ
イ
を
担
当
し
た
た
め
（
平
野
満
氏
）
と
思
わ
れ
る
。

長
淑
は
江
戸
波
留
麻
を
三
た
び
写
し
た
と
い
わ
れ
（
岡
崎
桂
一
郎
氏
）
、
そ
の
学
力
は
寛
政
八
年
の
「
蘭
学
者
芝
居
見
立
番
付
」
や
同
一
○
年

の
「
相
撲
見
立
番
付
」
に
も
既
に
認
め
ら
れ
、
松
平
定
信
の
ド
ド
ネ
ウ
ス
の
翻
訳
事
業
に
も
大
槻
玄
沢
の
推
挙
で
参
加
し
て
い
る
（
杉
本
つ
と

享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
長
淑
は
宇
田
川
玄
真
の
弟
と
し
て
掛
川
藩
医
倉
持
宗
寿
の
養
子
と
な
り
、
文
化
六
年
秋
再
び
吉
田
姓
に
復
し
た
が

（
「
宇
田
川
家
記
録
」
）
、
舟
木
茂
夫
氏
の
ご
好
意
に
よ
る
掛
川
藩
の
「
御
家
中
家
譜
抜
書
」
で
は
「
同
（
文
化
）
七
午
年
三
月
五
日
願
一
一
付
隠
居
実

の
一
畑

む
氏
）
。
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■

吉
田
長
淑
の
内
科
や
薬
物
の
研
究
は
、
湊
長
安
「
泰
西
内
科
集
要
」
、
小
関
三
英
「
泰
西
内
科
集
成
」
、
大
高
元
哲
「
新
訳
蒲
剛
先
生
医
方
集

要
」
、
松
田
東
英
「
眼
科
新
書
薬
剤
篇
」
な
ど
に
ひ
き
つ
が
れ
た
が
、
別
に
足
立
長
儒
「
産
科
礎
」
、
衣
関
順
庵
「
眼
目
明
弁
」
、
高
野
長
英
「
医

原
枢
要
」
な
ど
各
分
科
に
お
け
る
先
駆
者
を
出
し
た
の
も
吉
田
長
淑
の
功
績
と
思
わ
れ
る
。

お
り
、
ま
た
渡
辺
華
山
画
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
へ
の
蘭
文
の
賛
（
緒
方
富
雄
氏
）
な
ど
が
あ
る
。

吉
田
長
淑
の
蘭
馨
堂
塾
に
学
ぶ
も
の
は
す
こ
ぶ
る
多
く
、
「
門
人
譜
」
に
一
九
人
、
「
門
人
籍
」
に
は
一
三
五
人
の
姓
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が

（
吉
川
芳
秋
氏
）
、
な
か
で
も
高
野
長
英
、
足
立
長
篇
、
桂
川
甫
賢
、
湊
長
安
、
小
関
三
英
な
ど
は
特
に
高
名
で
あ
る
。
一
方
藺
馨
堂
で
は
、
ほ

か
の
蘭
学
塾
と
も
自
由
に
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
た
と
え
ば
南
小
柿
甫
祐
、
十
束
隆
圭
、
武
井
周
朔
そ
の
他
は
桂
川
甫
周
の
門
人
で
あ
り
、

安
岡
文
竜
、
小
川
廉
次
な
ど
は
宇
田
川
玄
真
の
、
湊
長
安
は
大
槻
玄
沢
の
、
藤
田
長
禎
、
遠
藤
良
蔵
な
ど
は
小
森
桃
鳩
の
そ
れ
ぞ
れ
門
人
で
も

あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
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